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カーボンネガティブを可能にするカーボンリサイクル・コンクリートの道路インフラへの初の適用

①二酸化炭素排出量収支がマイナスとなるカーボンリサイ

クル・コンクリートの適用

・二酸化炭素排出量収支が－20ｋｇ／ｍ３となるカーボンネ

ガティブのコンクリートを、現場打ちコンクリートとして道路

インフラに適用（5.2ｍ３、延長10ｍ）した国内初の事例。

・資源循環の観点から、カーボンリサイクル・コンクリートを１

ｍ３使用した場合、通常コンクリートより多くの産業副産物

を使用している（Ａ＜Ｂ）。

⇒Ａ：通常コンクリート中の産業廃棄物利用量：0.159トン

Ｂ：カーボンリサイクル・コンクリート中の高炉スラグ使用

量：0.263トン

コンクリートイメージ

コンクリートの二酸化炭素排出割合
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